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本市は、雄大な桜島と波静かな錦江湾に代表される多彩な自然、世界に誇りうる魅力ある歴史・
文化など豊かな地域資源に恵まれ、商業・交通などの多様な都市機能が集積する南九州の中枢中
核都市として着実な発展を遂げてきました。
一方で、今日、新型コロナウイルス感染症拡大による社会の変化や人口減少・少子高齢化の進行、

ＩＣＴの飛躍的な発展、災害リスクの高まりなど、私たちの暮らしを取り巻く環境は大きく変化してきて
います。
こうした時代の潮流を的確に捉え、直面する課題に迅速かつ柔軟に対応しながら、将来の世代に豊

かな鹿児島市を引き継いでいくため、このたび、令和１３年度を目標年度とする「第六次鹿児島市総合
計画」を策定いたしました。
この計画は、今後１０年間のあるべき姿と進むべき方向についての基本的な指針となる本市の最上

位計画であり、目指す都市像として「つながる人・まち　彩りあふれる　躍動都市・かごしま」を掲げ
ています。
これは、地域でのふれあいや支えあい、事業者や鹿児島に想いを寄せる人との連携・交流など、

人やまちの多様な「つながり」を大切にし、それを深めていくことで新たな価値や魅力を生み出し、人も
まちも躍動する鹿児島市を創造していこうとするものです。
策定に当たっては、市議会をはじめ、総合計画審議会やパブリックコメント手続、テーマ別・地域

別・在住外国人の意見交換会、若者会議など、さまざまな機会を通して、これまで以上に多くのご意
見をいただきながら計画づくりを進めてまいりました。
今後、本計画をあらゆる主体とともに知恵を出し合い、協働・共創しながらまちづくりを進めるため

の共通のビジョンとして着実に推進し、掲げた都市像の実現に全力を傾けてまいる所存でございます
ので、皆様の一層のご理解とご協力をお願い申し上げます。
終わりに、計画の策定に当たりまして、ご意見やご助言をいただきました市民並びに市議会の皆様

をはじめ、鹿児島市総合計画審議会委員の皆様、関係機関各位に心より感謝申し上げます。

　令和４年５月
� 鹿児島市長 下鶴　隆央

はじめに
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◇第六次鹿児島市総合計画は、本市の将来像と長期的なまちづくりの基本目標を明らかにし、その実現に
向けた施策の基本的方向や体系を示した上で、市民と行政がともに考え、ともに行動する協働・連携の
まちづくりを進めていくための計画です。

◇また、行財政運営を総合的かつ計画的に進めるための最上位計画であり、各分野の個別計画や施策は、
この計画に即して策定され、展開されるものです。

◆�長期的展望に立った�
持続的発展が可能な�
計画

◆�多様な連携・つながり�
を重視した計画

◆�SDGsの視点を�
取り入れた計画

◆�市民との�
協働・共創を推進する�
分かりやすい計画

総 合 計 画とは目  次

総合計画とは� ������������������������������������������� 03

総合計画の体系図� ��������������������������������������� 04

総合計画策定の前提�������������������������������������� 06

基本構想
都市像������������������������������������������������� 11
基本目標������������������������������������������������ 12

前期基本計画
政策・施策一覧� ������������������������������������������� 14

基本目標別計画� 1�信頼とやさしさのある　共創のまち� 【信頼・共創�政策】� ��������� 16
� 2�自然と都市が調和した　うるおいのあるまち� 【自然・環境�政策】� ��������� 19
� 3�魅力にあふれ人が集う　活力あるまち� 【産業・交流�政策】� ��������� 21
� 4�自分らしく健やかに暮らせる　安心安全なまち� 【健康・安心�政策】� ��������� 24
� 5�豊かな個性を育み未来を拓く　誇りあるまち� 【子ども・文教�政策】���������� 27
� 6�質の高い暮らしを支える　快適なまち� 【都市・交通�政策】� ��������� 30

重点プロジェクト� “地域の稼ぐ力”�向上プロジェクト��������������������������� 32
� “ＩＣＴで住みよいまち”�推進プロジェクト����������������������� 33
� “子どもの未来輝き”�推進プロジェクト������������������������� 34

地域別計画����������������������������������������������� 35
� Ⅰ�中央地域　（Ⅰ）中央地区,�（Ⅱ）上町地区,�（Ⅲ）鴨池地区,�（Ⅳ）城西地区,�（Ⅴ）武・田上地区

� Ⅱ�谷山地域　（Ⅰ）谷山北部地区,�（Ⅱ）谷山地区

� Ⅲ�伊敷地域　　Ⅳ�吉野地域　　Ⅴ�吉田地域　　Ⅵ�桜島地域

� Ⅶ�喜入地域　　Ⅷ�松元地域　　Ⅸ�郡山地域

まち・ひと・しごと創生基本方針����������������������������������� 40

持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）������������������������������������ 41

1 　計画の位置づけ

本市のまちづくりの最高理念であり、都市像及び基本目標を示すもの
【期間】 10 年間（令和４年度～令和 13 年度）基本構想

基本構想に基づく市政の基本的な計画であり、基本目標を踏まえた
施策の基本的方向及び施策の体系を示すもの

【期間】 前期５年間（令和４年度～令和８年度）
 後期５年間（令和９年度～令和 13 年度）

基本計画

基本計画に基づく財源の裏付けを伴う市政の具体的な計画であり、
施策を実現するため実施する事業を示すもの

【期間】 第１期～第４期（各期３年間）
実施計画

令和 4 年度
（2022 年度）

令和８年度
（2026 年度）

令和９年度
（2027 年度）

令和 13 年度
（2031 年度）

基本構想（10年間）

前期基本計画（５年間） 後期基本計画（５年間）

第１期実施計画（３年間） 第３期実施計画（３年間）

第２期実施計画（３年間） 第４期実施計画（３年間）

2 　構成と期間

3 　 策 定 に 当 たって の 視 点



総合計画策定の前提

・新型コロナウイルス感染
症拡大による社会の変化

・人口減少・少子高齢化の
進行

・グローバル化・ICTの進展
・地球規模での環境問題の
深刻化

・安心・安全を脅かすリス
クの高まり
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時代の潮流

・国内外につながる交通の
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・多彩な自然資源と都市機
能の集積
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施策の基本的方向と施策の体系
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総 合 計 画 の 体 系 図
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グローバル化・ＩＣＴ※1の進展
•�ＩＣＴの飛躍的な発展や交通手段の発達などにより、グローバル化が一層進展
し、世界規模で社会的・経済的な結びつきが深まっています。

•�また、ＩｏＴ※2、ＡＩ※3、ビッグデータ※4など“第４次産業革命”ともいわれる技術革
新が進む中、新しい生活様式の実践も相まって、経済活動や日常生活におけるデ
ジタル技術の活用が、今後さらに社会全体へ広がることが予想されています。

•�このような中、人・もの・情報の国や地域を越えた多面的な交流や、新たな技
術の幅広い分野での活用により、地域経済の活性化や豊かな地域社会の形成に
つなげていくことが求められています。

地球規模での環境問題の深刻化
•� 温暖化による世界的な気候変動や生物多様性※5の損失など地球環境問題は、
人類のみならず地球上の生物すべてに危機的な状況を生じさせています。

•� 次世代のエネルギーの導入など脱炭素社会に向けた取組を進めるとともに、大
量生産・大量消費の社会のあり方を見直し、環境への負荷を低減する循環型社
会の形成を図り、将来の世代に豊かな環境の恵沢を継承していくことが求めら
れています。

安心・安全を脅かすリスクの高まり
•� 近年、全国各地で甚大な被害を及ぼしている集中豪雨や台風に加え、巨大地震
や火山噴火の懸念、新たな感染症の流行などにより、安心・安全な暮らしを脅
かすリスクが高まっています。

•� 今後起こりうる危機事象による社会経済への影響を最小限にとどめ、迅速に回
復が行われる体制を備えるためには、行政や市民、事業者等がそれぞれの役割
を認識しながら、相互に連携して、都市の安全性を高めていくことが求められて
います。

価値観の変化・多様化
•� 就業構造や家族形態の変化、“人生１００年時代”と言われる長寿命化に加え、大
都市部への人口集中リスクへの認識の広がりなどに伴う地方回帰の機運など、
人々の価値観やライフスタイルの多様化がさらに進んでいます。

•� 多様な価値観を認め合い、一人ひとりがワーク・ライフ・バランス※6を図りな
がら生涯にわたり、個性と能力を発揮し、さまざまな場面で活躍できる社会の実
現が求められています。

※�4　ビッグデータ：インターネット上で収集・分析できる膨大なデータのこと。
※�5　生物多様性：生きものの豊かな個性と、それぞれが支えあって生きているつながりのこと。
※�6　ワーク・ライフ・バランス：仕事と生活の調和のこと。

1 　時代の潮流

◇総合計画期間内のまちづくりを考える上で踏まえるべき特に大きな時代の潮流

新型コロナウイルス感染症拡大による社会の変化
•� 新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う甚大な影響は、地球規模で社会、経済、
さらには人々の行動や価値観などあらゆる面に波及し、長期にわたり、大きくそ
の影響を受けることが予想されています。

•�このような時代の大きな転換点に直面する中、感染症拡大への対応と社会経済
活動の両立を進め、さまざまな面における変化を取り入れながら、新たな経済社
会の姿を実現することが求められています。

人口減少・少子高齢化の進行
•� 我が国の人口減少は、今後、少子高齢化の進行に加え、老年人口さえも減少し
ていく人口構造の変化を伴いながら加速度的に進むとされており、労働力人口
や消費市場の縮小など、地域社会に深刻な影響を与えることが懸念されてい
ます。

•�このような中、国と地方が一体となって人口減少のスピードを抑制するととも
に、地域の特性を生かした交流・関係人口の拡大による活力創出や、住み慣れ
た地域で安心して暮らせるまちづくりを進めることが重要になっています。

•�さらに、地方においては、若年層の就職等に伴う大都市圏への流出などが続い
ており、地域経済の活力喪失を防ぐため、若い世代にとって魅力ある環境の創
出を図る必要性が高まっています。

•�また、国・地方において、高齢化等に伴う社会保障費の増大や公共施設等の老
朽化などに伴う財政負担の増加が見込まれる中、民間資源の活用や他自治体と
の広域連携など、多様な主体との連携をさらに推進するとともに、効率的で健全
な行財政運営により、持続可能な都市経営を進めることが求められています。

※�1　ＩＣＴ：情報通信技術のこと。
※�2　ＩｏＴ：自動車や家電など、モノとインターネット経由で通信すること。
※�3　ＡＩ：人間の知能が持つ役割をコンピュータで実現する技術のこと。

総 合 計 画 策 定 の 前 提
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世界に誇りうる魅力ある歴史や文化
•� 本市は、島津氏の城下町として発展し、さまざまな分野において優れた人材を輩
出しているほか、世界文化遺産「明治日本の産業革命遺産」の構成資産を有する
など、世界に誇りうる個性にあふれた歴史と文化が築かれています。

•�これらを生かし、さらに磨き上げ、効果的に発信することにより、地域への誇り
や愛着を醸成し、まちに思いを寄せる人々の力を地域の活力につなげる都市づ
くりを進めていくことが必要です。

温かみのある人柄と助け合いの風土
•� 本市は、思いやりや連帯感を培った郷中教育が郷土の偉人を育んできた歴史を
持つなど、温かみにあふれる市民性や支え合い・助け合いを大事にする風土が
あります。

•�これらを生かし、市民、そして、本市を訪れるさまざまな方々にとって、やさしさ
と温もりに満ちた都市づくりを進めていくことが必要です。

2 　本市の特性

◇総合計画期間内のまちづくりを考える上で生かすべき本市の特性

国内外につながる交通の広域拠点
•� 本市は、日本の南に位置し、古くからアジアをはじめとした海外との交流拠点と
して栄えてきました。

•� 日本列島をつなぐ新幹線の南の発着点である鹿
児島中央駅をはじめ、九州縦貫自動車道や南九
州西回り自動車道などの高速交通網、離島航路
の発着機能を持つ鹿児島港や大型クルーズ船の
接岸が可能なマリンポートかごしま、本市と短時
間で結ばれ国際線を有する鹿児島空港など、国内
外とのダイナミックな交流を支える基盤を備えて
います。

•�これらを生かし、国内外から数多くの来街者が行
き交う都市づくりを進めていくことが必要です。

多彩な自然資源と都市機能の集積
•� 本市は、市街地の眼前に広がる雄大な桜島と波
静かな錦江湾という世界的にも稀有な自然景観
をはじめ、多様な生き物が棲む自然環境、魅力あ
るウォーターフロント、まちなかで楽しめる温泉、
温暖な気候、郷土色豊かな食文化など、多彩な自
然資源に恵まれるとともに、業務・商業機能など
の都市機能が集積した魅力ある都市空間が形成
されています。

•�これらの多彩な自然資源と都市機能の集積が調
和する中で、質の高い生活基盤を備え、心豊かで
健やかに暮らすことができる、持続可能な都市づ
くりに取り組んでいくことが必要です。
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0～14歳 15～64歳 65歳以上 不詳

（億円）

850
900
950
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　私たちの目指すまちでは、人やまちの多様なつながりの中で、互いに支え合い、その

英知を結集することで、地域社会に温もりと活力が満ちています。

　豊かな自然と調和した環境の中、私たち市民は、子どもから高齢者まで、自分らしく

健やかに生き生きと暮らしています。

　また、まちへの誇りと愛着を持つ人の輪が拡がり、多彩な魅力が国内外に発信され、

多くの人々を惹きつけ、交流とにぎわいを生み出しています。

　そのようなまちの中で、次代を担う多彩な人材が育まれ、未来への希望にあふれてい

ます。

つながる人・まち　彩りあふれる
躍動都市・かごしま

3 　将来推計

○本市将来人口の展望

0～14歳
7.9 万人

約59.3万人

13.3%

15～64歳
34.3 万人
57.8%

65 歳以上
17.1 万人
28.8%

0～14歳
7.9 万人

約58.0万人

13.6%

15～64歳
32.2 万人
55.5%

65 歳以上
17.9 万人
30.9%

令和 4年（2022年） 令和 13年（2031年）
○計画期間における年齢 3 区分別人口構成

○本市の一般会計歳出総額と扶助費※の将来推計

※扶助費：子育て支援、高齢者の福祉や医療などに係る費用
（注）�令和２年度は決算ベース（一般会計歳出総額、扶助費は当初予算ベース）。３年度は当初予算ベース。�

４年度以降は、中長期の経済財政に関する試算や現行の地方財政制度等を基に算出した推計値

（2）�財政

（1）�人口

都 市 像

◇総合計画期間内で目指す、将来のまちの姿

　多彩で豊かな地域資源に恵まれ、県都として多様な都市機能が集積した鹿児島市は、

南九州の中枢中核都市として着実な発展を遂げてきました。

　一方、人口減少・少子高齢化の進行、グローバル化やＩＣＴ等新技術の進展、災害や

感染症リスクの高まりなど、私たちの社会や個人の暮らしを取り巻く環境は大きく変わろ

うとしており、こうした変化に的確に対応し、課題を克服しながら、将来にわたり持続可

能なまちをつくりあげ、次の世代へ引き継いでいかなければなりません。

　そのため、市民一人ひとりが互いに尊重し合い、個性と能力を発揮しつつ、市民、事

業者、鹿児島への想いを寄せてくださる多くの人々、関わりのある団体など、さまざまな

交流を通じ、相互のつながりを深めることにより、新たな価値が生み出され、多彩な人

材やまちの魅力が豊かな彩りとなる、人もまちも躍動する鹿児島市の創造を目指し、次

の都市像を掲げます。

基本構想

（注１）�平成22年、平成27年及び令和２年は国勢調査による実績値。なお、平成27年及び令和２年の年齢３区分別人口は、国において「不詳」
をあん分等により補完したものである。

（注２）�令和４年以降の鹿児島市人口は、「鹿児島市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン」で示された将来人口の数値を基に、県人口は「第２期
鹿児島県まち・ひと・しごと創生総合戦略」で示された将来人口（自然動態国準拠）の数値を基に、本市において推計したものである。
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健やかな暮らしを支える福祉サービスを充実するとともに、高齢
者や障害者をはじめ、市民一人ひとりが、ともに支え合い、生きが
いを持って自分らしく生活できる地域づくりを進めます。
健康づくりや感染症対策の強化、医療体制の確保などにより、
保健・医療を充実し、健康寿命を延ばします。
交通安全や防犯対策など、生活の安全性を高める取組を進める

とともに、災害などから市民の生命・身体・財産を守るために、危
機管理体制や防災力・消防力を強化し、安心して安全に暮らせる
まちをつくります。

４ 自分らしく健やかに暮らせる　安心安全なまち 【健康・安心 政策】

市民の結婚、妊娠・出産、子育ての希望をかなえる支援を充実
するとともに、未来の力となる子どもたちの明るく健やかな成長を
支え、安心して子どもを生み育てられるまちづくりを進めます。
子どもたちが夢と希望を持って、限りない可能性に挑戦できるよ

う、学校・家庭・地域・事業者などが連携・協働しながら、確かな
学力、豊かな心、健やかな体を育む教育を進めます。
誰もが、生涯にわたって学び続けることができる環境を整えるほ

か、文化芸術や歴史に親しむことのできる市民文化を創造します。

コンパクトなまちの実現を目指すとともに、住宅団地の活性化や
街なかの整備、良好な景観づくりを進め、機能性の高い都市空間
を形成します。
生活道路や上下水道など、市民の暮らしを支える生活基盤につ

いて、既にあるインフラなども有効に活用しながら効果的な整備を
進め、誰もが暮らしやすいまちをつくります。
広域交通ネットワークの形成や、効率的で持続可能な公共交通
体系の構築により、すべての人が使いやすい、快適・便利な交通
環境を整えます。

５ 豊かな個性を育み未来を拓く　誇りあるまち 【子ども・文教 政策】

６ 質の高い暮らしを支える　快適なまち 【都市・交通 政策】

市民や地域団体、大学、事業者、行政など多様な主体が協働・
連携し、新しい価値をともに創るまちづくりを進めるとともに、健
全な財政を維持し、効率的で質の高い行政サービスを展開します。
国内外の都市との連携や交流を進めるとともに、効果的な情報
発信やシビックプライド※の醸成などにより、まちの魅力を磨き高
め、広めます。
性別や年齢、国籍などに関係なく、一人ひとりの人権や多様性
が尊重され、個性と能力を発揮できる地域社会を築きます。

CO2排出量の削減や再生可能エネルギーの地産地消、省エネル
ギーなどの環境に配慮した生活スタイルへの転換を進め、市民み
んなでゼロカーボンシティ※1かごしまの実現を目指します。
３Ｒ※2の推進によるごみの減量化・資源化や適正な処理を進め、
資源が循環する地域社会を築きます。
生物多様性の保全・活用や水と緑豊かな美しいまちづくりに取り
組み、人と自然が共生し、うるおいと安らぎを感じられる環境を整
えます。

１ 信頼とやさしさのある　共創のまち 【信頼・共創 政策】

２ 自然と都市が調和した　うるおいのあるまち 【自然・環境 政策】

※�1　ゼロカーボンシティ：2050年までにCO2排出量を実質ゼロにすることを目指す地方自治体のこと。
※�2　3R：Reduce（リデュース）、Reuse（リユース）、Recycle（リサイクル）の３つのＲの総称。

※��シビックプライド：まちに誇りを抱き、よりよいまちにするためにまちづくりなどに積極的に関わろうと
する意識のこと。

世界に誇れる多彩な魅力を生かした観光・交流を進めるととも
に、誰もがスポーツを楽しむことができる環境を整え、国内外から
多くの人が集うまちをつくります。
街なかにおける商業・観光などの魅力を創出し、にぎわいと活気

を高めます。
地域産業の活力の創出や海外展開、農林水産業の振興を進める

とともに、雇用を創出し、若者の地元就労促進など担い手の確保
に取り組むほか、多様で柔軟な働き方を促進し、地域経済を活性
化します。

３ 魅力にあふれ人が集う　活力あるまち 【産業・交流 政策】

基 本 目 標
◇「都市像」を実現するための基本目標

基本構想



基本目標別計画

重点プロジェクト

地域別計画

まち・ひと・しごと創生基本方針

1

2

3

4

5

6

信頼とやさしさのある
共創のまち

【信頼・共創 政策】

自然と都市が調和した
うるおいのあるまち

【自然・環境 政策】

魅力にあふれ人が集う
活力あるまち

【産業・交流 政策】

自分らしく
健やかに暮らせる
安心安全なまち

【健康・安心 政策】

豊かな個性を育み
未来を拓く

誇りあるまち

【子ども・文教 政策】

質の高い暮らしを支える
快適なまち

【都市・交通 政策】

つ
な
が
る
人
・
ま
ち

　彩
り
あ
ふ
れ
る

　躍
動
都
市
・
か
ご
し
ま

基 本 構 想 前 期 基 本 計 画

1

2

3

4

5

地域社会を支える協働・連携の推進 Ⅰ 市民との協働の推進

Ⅰ 市政情報の公開・提供の推進

Ⅰ 都市・地域との連携・交流の推進

Ⅰ 都市ブランディングの推進

Ⅰ 人権の尊重

Ⅰ CO2排出量の削減と
気候変動の影響への対応

Ⅰ ３Ｒの推進

Ⅰ 生物多様性の保全と活用

Ⅰ 良好な環境の保全

Ⅰ オンリーワンの魅力創出

Ⅰ スポーツを生かしたにぎわい創出

Ⅰ 新たな産業の創出

Ⅰ 街なかのにぎわい創出

Ⅰ 次世代の担い手の確保・育成

Ⅰ 生きがいづくり・社会参画の促進

Ⅰ 地域福祉の充実

Ⅰ 健康づくりの推進

Ⅰ セーフコミュニティの推進

Ⅰ 総合的な危機管理対応能力の向上

Ⅰ 出会い・結婚の支援の充実

Ⅰ 子育て家庭の福祉向上

Ⅰ 心を育む教育と青少年教育の推進

Ⅰ 家庭・地域の教育力の向上

Ⅰ 文化芸術の振興

Ⅰ きめ細かで質の高い土地利用の推進

Ⅰ 快適な道路環境の整備

Ⅰ 広域交通ネットワークの形成

Ⅱ 住民主体の地域づくりの促進

Ⅱ 効率的で健全な行財政運営の推進

Ⅱ 大学や事業者等との連携の推進

Ⅱ シビックプライドの醸成

Ⅱ 男女共同参画の推進

Ⅱ 再生可能エネルギーの
地産地消の推進　　

Ⅱ 廃棄物の適正処理の推進

Ⅱ 緑の保全と花や緑の充実

Ⅱ 清潔で美しいまちづくりの推進

Ⅱ 稼ぐ観光につながる誘客推進

Ⅱ あらゆる世代への　
スポーツ機会の提供

Ⅱ 地域を支える産業の成長促進

Ⅱ 都市型観光の推進

Ⅱ 生産環境の整備

Ⅱ 高齢者の安心・快適な
暮らしの確保　　　

Ⅱ 障害者福祉の充実

Ⅱ 保健予防の充実

Ⅱ 交通安全対策の推進

Ⅱ 市民との協働による
防災対策の推進　　

Ⅱ 妊娠・出産・子育てにおける
切れ目のない支援の充実　

Ⅱ 子どもが希望を持てる環境の充実

Ⅱ 個性と能力を伸ばす教育の推進

Ⅱ 生涯学習環境の充実

Ⅱ 歴史・文化資源の保存と活用

Ⅱ 住宅団地の活性化

Ⅱ 健全かつ安定的な水道と
衛生環境づくり　　　

Ⅱ 効率的で持続可能な
公共交通体系の構築

Ⅲ 人材育成の推進

Ⅲ 国際交流の推進

Ⅲ 移住の促進

Ⅲ 多文化共生の推進

Ⅲ エコスタイルへの転換

Ⅲ 公園緑地の充実

Ⅲ 墓地の整備

Ⅲ ホスピタリティあふれる
受入体制の充実　　　

Ⅲ 海外展開の促進

Ⅲ 魅力ある地域資源の活用

Ⅲ 社会保障制度の円滑な運営

Ⅲ 質の高い医療体制の確保

Ⅲ 市民総ぐるみの防犯対策の推進

Ⅲ 質の高い消防力の強化

Ⅲ 幼児教育・保育の充実

Ⅲ 児童虐待対策の充実

Ⅲ 体育・健康・安全の充実

Ⅲ にぎわいとゆとりある
都市空間の創出　　

Ⅲ 多様なニーズに対応する
住生活の安定向上　　

Ⅳ ＩＣＴ利活用の推進

Ⅳ 平和意識の醸成

Ⅳ 魅力ある就業環境と担い手の確保

Ⅳ 介護予防・地域支援体制の充実

Ⅳ 健康危機に備えた　
感染症等対策の強化

Ⅳ  健全な消費生活の向上

Ⅳ 治水・土砂災害対策の推進

Ⅳ 地域における子育て支援の充実

Ⅳ 地域とともにある学校づくりの推進

Ⅳ 魅力あるウォーターフロントの形成

Ⅳ 都市基盤施設の長寿命化

Ⅴ 介護サービスの充実

Ⅴ 食品・生活衛生の向上

Ⅴ 火山防災トップシティの推進

Ⅴ 学びを支援する教育環境の充実

Ⅴ 良好な都市景観の形成

自主的・自立的な行財政運営の推進

多角的な連携・交流の推進

シティプロモーションの推進

誰もが個性と能力を発揮できる地域社会の形成

1 ゼロカーボンシティかごしまの推進

2 循環型社会の構築

3 人と自然が共生する都市環境の構築

4 生活環境の向上

1 地域特性を生かした観光・交流の推進

2 スポーツ交流・振興の推進

3 地域産業の活性化

4 中心市街地の活性化

5 農林水産業の振興

1 高齢化対策の推進

2 地域共生社会の実現

3 健康・医療の充実

4 生活の安全性の向上

5 命を守る危機管理・防災力の向上

1 少子化対策・子育て支援の推進

2 子どもの健やかな成長への支援

3 学校教育の充実

1 機能性の高い都市空間の形成

2 暮らしやすい生活基盤の構築

3 市民活動を支える交通環境の充実

4 生涯学習の充実

5 市民文化の創造

Ⅲ エネルギー源としての
廃棄物の有効利用　

Ⅲ 認知症対策・権利擁護の推進

基本施策（27）基本目標
【政策名】都市像 単位施策（91）

14 15

政 策・施 策 一 覧
前期基本計画
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2. 自主的・自立的な行財政運営の推進

3. 多角的な連携・交流の推進

多様化する市民ニーズや社会経済情勢の変化に対応し、より効率的な行財政運営を目指します！

国内外の都市や多様な主体との連携・交流により、 彩り豊かな地域づくりを目指します！

◆◆市の広報紙やホームページ等の情報を積極的に活用し、市政やまちづくりに参画しましょう。
◆◆適切な役割分担の下、連携・協力してまちづくりを進めましょう。

◆◆行政と連携を図りながら、まちづくりを進めましょう。

市民
・
地域

事業者
・

団体等

◆◆本市とつながりのある国内外の都市をはじめ、多くの国・地域に関心を持ち、交流を進めましょう。

◆◆本市とつながりのある国内外の都市・地域との交流を進めましょう。
◆◆行政等と連携を図りながら、地域づくりを進めましょう。
◆◆姉妹友好都市をはじめ、多くの国・地域に関心を持ち、交流を進めましょう。

市民
・
地域

事業者
・

団体等

Ⅰ 市政情報の公開・提供の推進
�� 情報公開の推進
�� きめ細かな広報機能の充実

Ⅱ 効率的で健全な行財政運営の推進
�� 質の高い効率的な行政運営
�� 総合的な公共施設等の管理
�� 健全財政の維持
�� 地方創生・地方分権改革への対応

Ⅲ 人材育成の推進
�� 職場における職務能力の向上
�� 研修による能力開発の強化
�� 人を育てる人事管理の推進

Ⅳ ＩＣＴ利活用の推進
�� 電子行政の推進
�� データの安心・安全な利活用の推進

Ⅰ 都市・地域との連携・交流の推進
�� 連携中枢都市圏※の推進

�� 多彩な都市との連携・交流の推進

Ⅱ 大学や事業者等との連携の推進
�� 大学との包括連携の推進
�� 各分野での事業者・関係団体等との

連携・協働の推進

Ⅲ 国際交流の推進
�� 多彩な交流の推進
�� 次代を担う国際性豊かな人材の育成
�� 市民主体の国際交流活動の促進

1. 地域社会を支える協働・連携の推進
人と人がつながり、ともに築く共創のまちづくりを進めます！

◆◆それぞれの能力や経験などを地域課題の解決に生かすため、まちづくりへの参画意識を高めましょう。
◆◆自分たちのまちは自分たちでつくるという意識を持ち、地域づくりへの理解を深め、積極的に参加しましょう。

◆◆社会貢献活動を通して、地域社会との信頼・協力関係を深めましょう。
◆◆地域の一員として積極的に地域づくりへ参加しましょう。

市民
・
地域

事業者
・

団体等

1 信頼とやさしさのある　共創のまち 【信頼・共創 政策】

Ⅰ 市民との協働の推進
�� 市民参画の推進

�� 市民やＮＰＯ等の連携及び活動の促進

Ⅱ 住民主体の地域づくりの促進
�� 地域活動の支援

�� 地域活動の担い手の育成

◆基本構想に掲げた基本目標（政策）ごとに、27の基本施策について、施策の体系、市民・地域や事業者・団
体等において担う役割を示しています。

◆各基本施策において、ＳＤＧｓのどのゴールと深い関わりがあるかを分かりやすく示すため、各基本施策を通
じて目指す主なゴールを掲載しています。

基 本 目 標 別 計 画

地域コミュニティ協議会の活動

前期基本計画

※�連携中枢都市圏：昼夜間人口比率おおむね１以上の指定都市・中核市と近隣市町村とで形成する都市圏。

※��ＳＤＧｓとは「Sustainable�Development�Goals（持続可能な開発目標）」の略称で、2015（平成27）年９月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための
2030アジェンダ」に記載された2016（平成28）年から2030（令和12）年までの国際目標です。持続可能で多様性と包摂性のある社会の実現のため、17のゴールと
169のターゲットが掲げられています。
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2 自然と都市が調和した　うるおいのあるまち 【自然・環境 政策】

1. ゼロカーボンシティかごしまの推進

2. 循環型社会の構築

地球温暖化対策に協働・連携して取り組み、ＣＯ２排出実質ゼロを目指します！

資源が循環し、環境負荷が低減される社会を構築します！

◆◆地球温暖化に対する理解を深め、省エネルギーなど環境に配慮したライフスタイルを実践しましょう。
◆◆電気自動車等や太陽光発電などを積極的に導入しましょう。

◆◆省エネルギー対策や環境マネジメント※2などに積極的に取り組み、環境に配慮した事業活動を実践しましょう。
◆◆太陽光や風力、水力等の再生可能エネルギーを積極的に導入しましょう。
◆◆使用電力をゼロカーボン電力に転換しましょう。

市民
・
地域

事業者
・

団体等

◆◆簡易包装や耐久性に優れた商品の購入など、ごみの減量化や資源物の分別に取り組み、環境負荷の少ないライフ
スタイルを実践しましょう。

◆◆ワンウェイプラスチック※2製品の使用削減に努めましょう。

◆◆ごみの減量化に努めるとともに、排出者責任に基づき、適正に処理しましょう。
◆◆リサイクル製品の積極的な活用等により、環境負荷の低減に努めましょう。

市民
・
地域

事業者
・

団体等

Ⅰ ＣＯ２排出量の削減と気候変動の影響への対応
�� 省エネルギー技術の普及促進
�� 電気自動車等の普及促進
�� 森林整備等によるＣＯ２吸収源対策の推進
�� 気候変動適応策の推進

Ⅱ 再生可能エネルギーの地産地消の推進
�� ゼロカーボン電力※1への転換
�� 市有施設における率先導入
�� 市民・事業者への導入支援

Ⅲ エコスタイルへの転換
�� 環境学習・環境教育の推進
�� エコライフスタイルへの転換
�� エコビジネススタイルへの転換

Ⅰ ３Ｒの推進
�� 減量化・資源化の推進
�� プラスチック資源循環への取組

Ⅲ エネルギー源としての廃棄物の有効利用
�� バイオガス※1の有効利用と高効率発電の推進

Ⅱ 廃棄物の適正処理の推進
�� 超高齢社会等に配慮した収集・運搬の推進
�� 安全で効率的な処理・処分
�� 監視・指導体制の強化

4. シティプロモーションの推進

5. 誰もが個性と能力を発揮できる地域社会の形成

市内外で鹿児島ファンを拡大するシティプロモーションを推進します！

一人ひとりの人権や多様性が尊重され、 誰もが個性と能力を発揮できるまちづくりを進めます！

◆◆多彩な地域資源に触れ、その体験や感動を広く発信しましょう。
◆◆本市に関心を持つ人や移住希望者に対し、おもてなしや思いやりの心を持って交流を深めましょう。

◆◆地域資源の掘り起こしや魅力向上、新たな魅力の創出に取り組みましょう。
◆◆本市シンボルマーク等を効果的に活用し、全市をあげたシティプロモーションに取り組みましょう。
◆◆本市に関心を持つ人や移住希望者に対し、さまざまな情報や活躍できる場を提供しましょう。

市民
・
地域

事業者
・

団体等

◆◆人権についての理解を深め、性別や年齢、国籍等に関わりなく、互いに認め合い、具体的な行動につなげましょう。
◆◆男女共同参画の意義を理解し、家庭や地域、職場への浸透を図りましょう。
◆◆平和を尊重し、平和の大切さを次の世代に伝えましょう。
◆◆性別や年齢、国籍等に関わりなく、互いに理解し認め合える環境づくりや人権の視点を踏まえた企業活動に努めましょう。
◆◆方針決定過程への女性の参画を進め、男女がともに仕事と生活の調和を図ることができるよう職場環境の整備に
努めましょう。

市民
・
地域

事業者
・

団体等

Ⅰ 都市ブランディング※1の推進
�� 魅力の発掘・創出と磨き上げ
�� 都市イメージの向上

Ⅱ シビックプライドの醸成
�� 市民の共感を育む市政情報の発信
�� 市民等のまちづくり意識の喚起
�� 関係人口※2の創出・拡大

Ⅲ 移住の促進
�� 移住情報の提供

�� 相談・受入体制の充実

�� 移住支援制度の充実

Ⅰ 人権の尊重
�� 人権教育・啓発の推進
�� 効果的な推進体制の充実

Ⅱ 男女共同参画の推進
�� 男女共同参画理念のさらなる浸透
�� あらゆる分野における男女共同参画の促進
�� 配偶者等からの暴力根絶に向けた対策の推進

Ⅲ 多文化共生の推進
�� 多文化共生の地域づくりの推進

Ⅳ 平和意識の醸成
�� 平和を尊重する意識の啓発推進

市有施設の太陽光発電システム

南部清掃工場

※�1　ゼロカーボン電力：発電時にCO2を排出しない又は排出しないとみなされる電力のこと。
※�2　環境マネジメント：組織や事業者が、自ら環境に関する目標等を設定し、達成に向けて取り組むこと。

※�1　バイオガス：再生可能エネルギーの一つで、生ごみ・紙ごみ等を微生物の働きによって発酵させて発生する可燃性ガスのこと。
※�2　ワンウェイプラスチック：通常、一度使用した後にその役目を終える、使い捨てプラスチックのこと。

※�1　都市ブランディング：都市が独自に持つ地域資源の価値を広く認知させ、都市ブランドを高めていくこと。
※�2　関係人口：日常生活圏や通勤圏以外の特定の地域に継続的に多様な形で関わる人のこと。
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3 魅力にあふれ人が集う　活力あるまち 【産業・交流 政策】

◆◆地元の魅力を楽しみ、一人ひとりが「鹿児島ファン」として、観光客におもてなしの心を持って接しましょう。

◆◆安心して快適に観光できる観光地づくりを進めましょう。
◆◆新たな視点や連携により、鹿児島の素材の付加価値を高め、観光消費額の向上を目指しましょう。

市民
・
地域

事業者
・

団体等

◆◆スポーツイベントを楽しみ、地元プロスポーツチームを応援しましょう。
◆◆運動を習慣づけるとともに、地域のスポーツ活動等に参加し、心身の健康増進を図りましょう。

◆◆スポーツイベント等の開催をまちのにぎわい創出につなげましょう。
◆◆スポーツを通じた地域振興・貢献に取り組みましょう。

市民
・
地域

事業者
・

団体等

Ⅰ オンリーワンの魅力創出
�� 個性あふれる観光メニューづくり
�� アミューズメント機能の充実
�� 鹿児島素材を生かした多様なツーリズムの展開

Ⅱ 稼ぐ観光につながる誘客推進
�� 戦略的なマーケティング・プロモーションの展開
�� ＭＩＣＥ※による誘客促進
�� 観光クルーズ船の誘致・受入

Ⅲ ホスピタリティあふれる受入体制の充実
�� 観光人材の育成
�� 世界標準の受入・案内機能の充実
�� 安心感を高める危機管理体制の強化

Ⅰ スポーツを生かしたにぎわい創出
�� 魅力あるスポーツコンテンツの充実
�� にぎわいの核となる施設の充実

Ⅱ あらゆる世代へのスポーツ機会の提供
�� スポーツ機会の拡充と人材育成
�� 地域のスポーツ施設等の充実

2. スポーツ交流・振興の推進
スポーツを通じて活力あるまちを目指します！

1. 地域特性を生かした観光・交流の推進
オンリーワンの魅力で世界から選ばれる観光都市を目指します！

◆◆自然や生きものとの関わりについて関心を持ち、自然環境の保全や自然とのふれあいに積極的に取り組みましょう。
◆◆地域の公園や緑をみんなで大切に守りましょう。

◆◆自然環境に配慮した事業活動を行うとともに、自然保護活動へ参加・協力しましょう。
◆◆花や緑で潤いと彩りのある環境づくりに努めましょう。

市民
・
地域

事業者
・

団体等

◆◆環境保全活動や美しいまちづくりに向けた活動に積極的に参加しましょう。
◆◆犬猫等を適正に飼養しましょう。

◆◆アスベストの飛散防止対策を適正に行うなど、環境リスクの低減に取り組みましょう。
◆◆地域と連携して、まちの美化活動に取り組みましょう。

市民
・
地域

事業者
・

団体等

3. 人と自然が共生する都市環境の構築

4. 生活環境の向上

豊かな生物多様性のもと、 人と自然がふれあうまちを創ります！

きれいで快適な生活環境を目指します！

Ⅰ 生物多様性の保全と活用
�� 生物多様性の保全

�� 生物多様性の持続的な活用

Ⅱ 緑の保全と花や緑の充実
�� 緑の保全、緑の育成・創出と機能の充実
�� 花と緑のまちづくり

Ⅲ 公園緑地の充実
�� 身近な公園・広場の創出・拡充
�� 広く市民に親しまれる公園の充実

Ⅰ 良好な環境の保全
�� 環境監視と発生源対策の推進

�� 化学物質対策の推進

Ⅱ 清潔で美しいまちづくりの推進
�� 環境美化や衛生活動の促進
�� 市民や市民活動団体との連携強化
�� 犬猫等の適正な飼い方などに関する意識啓発

Ⅲ 墓地の整備
�� 墓地の環境整備の推進
�� 合葬墓※の施設整備

自然百選（平田の里山）市民との協働による緑化活動

唐湊墓地クリーンシティかごしま

鹿児島マラソン

※�MICE：多くの集客交流が見込まれるビジネスイベントなどの総称。

※�合葬墓：広く共同で使用できる墓のこと。
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◆◆地元の農林水産物・農林水産業の魅力を多くの人に伝えましょう。
◆◆地元農林水産物の消費に努めましょう。

市民
・
地域

事業者
・

団体等

◆◆中心市街地を訪問し、買い物やイベントへの参加など、街なかならではの魅力を楽しみましょう。

◆◆地域住民や行政と協力して中心市街地のにぎわいづくりや魅力の向上に取り組みましょう。

市民
・
地域

事業者
・

団体等

5. 農林水産業の振興

4. 中心市街地の活性化

魅力ある地域資源を育み、 生かし、 つながる持続可能な農林水産業の確立を目指します！

観光・商業・交流によるにぎわいあふれる中心市街地を目指します！

◆◆市内企業の製品・サービス等に対する理解を深め、積極的に利用しましょう。

◆◆新たな事業展開や付加価値の高い製品等の開発に取り組みましょう。
◆◆デジタル化等を通じて、効率的なビジネス環境づくりを進めましょう。
◆◆多様な働き方を推進し、職場の魅力向上に取り組みましょう。

市民
・
地域

事業者
・

団体等

3. 地域産業の活性化
多彩な “人財” が活躍し、持続可能な経済活動が展開されるまちを目指します！

◆◆環境負荷低減に取り組むとともに、安心・安全かつ新鮮で良質な農林水産物の安定供給に努めましょう。
◆◆多様なニーズへの対応や付加価値向上に取り組み、他産地との差別化を図りましょう。

都市農業センターマークメイザンセミナーの様子

天文館本通り

Ⅰ 街なかのにぎわい創出
�� 多様な都市機能のさらなる充実

�� 街なかへの出店・創業の促進

�� 民間主導によるにぎわい創出

�� にぎわい拠点を生かした回遊性向上

Ⅱ 都市型観光の推進
�� 街なかならではの魅力向上

�� 街なかを楽しむ観光機能の充実

Ⅰ 新たな産業の創出
�� 新たな事業展開等の促進

�� 新たな価値を生み出す人材等の創出

�� 企業立地の推進

Ⅱ 地域を支える産業の成長促進
�� 生産性向上・経営基盤強化の促進

�� 魅力ある地域拠点づくりの推進

�� ものづくり産業の活性化支援

Ⅲ 海外展開の促進
�� 市場拡大を目指す事業者への支援

�� 円滑な取引に向けた環境整備

Ⅳ 魅力ある就業環境と担い手の確保
�� 労働環境の整備促進と多様な働き方の確保

�� 事業所の人材確保支援

Ⅰ 次世代の担い手の確保・育成
�� 新規就業者の確保・育成

�� 意欲ある担い手への支援

�� 多様な人材の活躍促進

Ⅱ 生産環境の整備
�� 生産性の向上促進

�� 自然災害等への対応

�� 生産環境の保全・継承

Ⅲ 魅力ある地域資源の活用
�� 地域資源の魅力向上

�� 販売と流通の促進

�� 情報発信と交流促進
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◆◆健康づくりに興味・関心を持ち、健（検）診の受診や生活習慣の見直しを行い、健康管理に取り組みましょう。
◆◆手洗いなど、基本的な感染予防対策を実践しましょう。

◆◆職場全体で、生活習慣の改善など、従業員の健康づくりに取り組みましょう。
◆◆従業員に対し、手洗いを呼びかけるなど、事業所での感染予防対策を実践しましょう。

市民
・
地域

事業者
・

団体等

◆◆交通安全や防犯対策など、安心・安全に関する知識の習得に努めましょう。
◆◆お互いに協力して、防犯パトロールなど、地域での活動に取り組みましょう。

◆◆研修等を通じて、従業員に交通安全や防犯対策など、安心・安全に関する知識等を習得させるよう努めましょう。
◆◆市や関係機関、地域と連携して、事故や犯罪を防止する活動に取り組みましょう。

市民
・
地域

事業者
・

団体等

3. 健康・医療の充実

4. 生活の安全性の向上

誰もが健康に暮らせるまちづくりを進めます！

安心感に満ちた、 安全で暮らしよいまちづくりを進めます！

Ⅰ 健康づくりの推進
�� 体の健康づくり
�� こころの健康づくり

Ⅳ 健康危機に備えた感染症等対策の強化
�� 平時における感染症等の予防・拡大防止
�� 新たな感染症等に即応できる

健康危機管理体制の充実

Ⅱ 保健予防の充実
�� 疾病の予防・早期発見
�� 生活習慣病※の重症化予防
�� 疾病とともに地域で生活するための支援

Ⅲ 質の高い医療体制の確保
�� 良質で適切な医療の確保
�� 救急・休日夜間における医療体制の確保
�� 市立病院の機能充実
�� 市立病院と地域医療機関との連携推進

Ⅰ セーフコミュニティ※の推進
�� 継続的・効果的な取組の推進
�� 多様な主体の協働による活動の促進

Ⅱ 交通安全対策の推進
�� 交通安全意識の高揚と
きめ細かな交通安全対策の推進

�� 安全な交通環境の整備

Ⅲ 市民総ぐるみの防犯対策の推進
�� 地域の防犯活動の支援と防犯意識の高揚
�� 防犯環境の充実
�� 被害者の支援
Ⅳ 健全な消費生活の向上
�� 消費者の自立の支援
�� 消費者被害の救済と未然防止
Ⅴ 食品・生活衛生の向上
�� 食品の衛生管理の充実
�� 生活衛生関係施設の衛生水準の向上

◆◆高齢者自ら生きがいづくりや健康づくり、社会参画に積極的に取り組みましょう。
◆◆認知症に関する正しい理解を深めましょう。
◆◆高齢者への声掛けや見守りなどに取り組みましょう。
◆◆高齢者が活躍できる環境をつくりましょう。
◆◆認知症に関する正しい理解を深め、認知症の人やその家族を支援しましょう。
◆◆高齢者が抱える多様なニーズに対応したサービスを充実させましょう。

市民
・
地域

事業者
・

団体等

◆◆福祉活動やボランティア活動に積極的に参加しましょう。
◆◆障害についての理解を深め、障害特性に応じた配慮をしましょう。
◆◆生活習慣を見直すなど、健康の保持増進に努めるほか、毎年の特定健康診査を積極的に受診しましょう。
◆◆市民や地域と連携・協働しながら、支え合う地域づくりを進めましょう。
◆◆障害者が適性に応じて能力を発揮することができるよう、働きやすい職場づくりを進めましょう。
◆◆退職者等への国民健康保険制度の周知に努めましょう。

市民
・
地域

事業者
・

団体等

1. 高齢化対策の推進

2. 地域共生社会の実現

高齢者が住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けることができる社会を目指します！

福祉の充実を図り、 地域共生社会※の実現を目指します！

4 自分らしく健やかに暮らせる　安心安全なまち 【健康・安心 政策】

Ⅰ 生きがいづくり・社会参画の促進
�� 生きがいづくりの推進
�� 高齢者の社会参画の促進

Ⅱ 高齢者の安心・快適な暮らしの確保
�� 在宅福祉サービスの充実
�� 住みよい環境づくりの推進

Ⅲ 認知症対策・権利擁護の推進
�� 認知症の人やその家族への支援の充実
�� 高齢者の権利擁護の推進

Ⅳ 介護予防・地域支援体制の充実
�� 介護予防・生活支援サービスの充実
�� 地域包括ケア※の推進
�� 高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施の推進

Ⅴ 介護サービスの充実
�� 介護保険対象サービスの提供
�� 介護サービスの質的向上
�� サービス提供のための体制づくり

Ⅰ 地域福祉の充実
�� 支え合う地域づくりの推進
�� 地域での自立した生活の支援
�� 生活困窮者の自立に向けた支援

Ⅲ 社会保障制度の円滑な運営
�� 国民健康保険事業の安定的運営
�� 国民年金業務の適正実施
�� 生活保護業務の適正実施

Ⅱ 障害者福祉の充実
�� 障害者の自立と社会参加の促進
�� 障害福祉サービス・療育等の充実
�� 障害者を支える社会環境づくりの推進

※�生活習慣病：生活習慣の積み重ねによって引き起こされる病気の総称。

※�セーフコミュニティ：統計データなどの分析結果に基づき、身近で起こっている事故やけがを予防する取組のこと。

※�地域包括ケア：地域の高齢者に対し、さまざまな生活支援を、包括的、継続的に提供すること。

※�地域共生社会：住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに創っていく社会のこと。
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5 豊かな個性を育み未来を拓く　誇りあるまち 【子ども・文教 政策】

◆◆若い世代の結婚や子育てを応援する気運づくりを進めましょう。
◆◆妊娠期から、親と子の健康の維持・増進に努めるとともに、性別を問わず子育てに向き合い、明るい家庭を築きま
しょう。

◆◆子どもが、地域の人々との交流を通じて健全に成長できる環境づくりに取り組みましょう。
◆◆子育てと両立しながら働ける環境づくりに努めましょう。
◆◆行政や市民と連携し、安心して子育てができる環境をつくり、子どもの健全な成長を支援しましょう。

市民
・
地域

事業者
・

団体等

◆◆地域で子どもと子育て家庭を見守りましょう。
◆◆子どもが地域の人たちと交流できる環境づくりに努めましょう。
◆◆児童虐待を受けたと思われる子どもに気付いたときは、すぐに相談しましょう。
◆◆ひとり親家庭の親の雇用を推進しましょう。
◆◆子どもの健やかな成長を支援する活動に協力しましょう。
◆◆市民・地域と連携して、見守りなど、要保護児童等の支援に努めましょう。

市民
・
地域

事業者
・

団体等

1. 少子化対策・子育て支援の推進

2. 子どもの健やかな成長への支援

結婚・妊娠・出産・子育てに希望あふれるまちを目指します！

子どもたちが健やかに成長し、 将来にわたって夢や希望を持てるまちを目指します！

Ⅰ 出会い・結婚の支援の充実
�� 出会いの機会・場の提供

�� 結婚に関する相談・支援

�� 若い世代へのライフプランニング※支援

Ⅳ 地域における子育て支援の充実
�� 児童クラブの充実

�� 地域の子育て力の向上

Ⅲ 幼児教育・保育の充実
�� 就学前児童の待機児童対策

�� 安全な教育・保育環境の充実

�� 多様な保育サービスの提供

Ⅱ 妊娠・出産・子育てにおける切れ目のない支援の充実
�� 妊娠・出産を希望する女性等への支援

�� 妊産婦健康診査・健康相談の実施

�� 妊娠・出産包括支援の推進

�� 小児保健医療の推進

Ⅰ 子育て家庭の福祉向上
�� 子育て家庭に対する経済的支援
�� ひとり親家庭への支援

Ⅱ 子どもが希望を持てる環境の充実
�� 子どもの未来応援施策の充実
�� 子どもの居場所づくりの推進

Ⅲ 児童虐待対策の充実
�� 子どもと家庭への総合的な支援
�� 児童虐待対策の体制強化

◆◆「自らの命は自ら守る」、「地域住民で助け合う」ことを心掛け、日頃から災害に備えましょう。
◆◆家庭や地域で、危険箇所・避難行動の確認を行うとともに、防災訓練に積極的に参加しましょう。

◆◆災害に備え、事業継続計画の策定や事業所の耐震化などの取組を進めましょう。
◆◆地域社会の一員として、組織力を生かし、被害の軽減や災害復旧・復興に協力しましょう。

市民
・
地域

事業者
・

団体等

5. 命を守る危機管理・防災力の向上
自助・共助・公助が連携して危機や災害に強いまちを目指します！

Ⅰ 総合的な危機管理対応能力の向上
�� 危機管理体制の強化と�

関係機関・専門家との連携
�� 危機管理意識の高揚

Ⅱ 市民との協働による防災対策の推進
�� 防災意識啓発活動の推進
�� 地域における防災体制の充実と�

関係機関の連携

Ⅲ 質の高い消防力の強化
�� 大規模災害等対策の推進
�� 救急需要対策の推進
�� 火災予防対策の推進

Ⅳ 治水・土砂災害対策の推進
�� 河川改修の促進や公共下水道(雨水）�

等の整備推進
�� 雨水流出の抑制
�� 土砂災害対策の推進

Ⅴ 火山防災トップシティ※の推進
�� 大規模噴火でも「犠牲者ゼロ」を�

目指す防災対策
�� 次世代に「つなぐ」火山防災教育
�� 「鹿児島モデル」による世界貢献

※�ライフプランニング：自分の生活や人生をどのようなものにしていくか計画をたてること。※�火山防災トップシティ：桜島火山に対する防災力の底上げを図るとともに、最先端の火山防災の取組を情報発信し、関係人口の拡大を図るもの。

一斉放水桜島火山爆発総合防災訓練（住民避難訓練）

山岳救助訓練
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◆◆潤いと活力のある人生を楽しむため、生涯学習に取り組みましょう。
◆◆生涯学習で学んだことや経験を世代間交流やボランティアなどに生かしましょう。

◆◆それぞれの専門性を生かして、市民が生涯学習に取り組みやすい環境づくりに努めましょう。

市民
・
地域

事業者
・

団体等

◆◆文化芸術に関心を持ち、触れ親しむ機会を持ちましょう。
◆◆文化芸術活動や文化財の保存・継承の活動の輪を広げましょう。

◆◆それぞれの専門性を生かして、文化芸術活動や文化財の保存・継承に、市民・地域とともに取り組みましょう。

市民
・
地域

事業者
・

団体等

4. 生涯学習の充実

5. 市民文化の創造

市民が生涯を通じて学び、 活躍できるまちを創ります！

心を潤し、まちに活力をもたらす市民文化の創造を目指します！

Ⅰ 文化芸術の振興
�� 文化芸術に触れ親しむ機会の充実と

活動の促進
�� 文化施設の活用及び文化芸術情報の発信

Ⅱ 歴史・文化資源の保存と活用
�� 文化財の保存の充実と積極的な活用

Ⅰ 家庭・地域の教育力の向上
�� 家庭教育の充実
�� 生涯学習活動の充実
�� 学習成果の活用

Ⅱ 生涯学習環境の充実
�� 推進体制の充実
�� 生涯学習機能の充実
�� 学習情報の提供、学習相談の充実

◆◆家庭で子どもの生活・学習習慣・健康づくりに取り組みましょう。
◆◆学校と連携・協働しながら、子どもの成長を支援する環境づくりに取り組みましょう。

◆◆保護者が子育てしやすい環境づくりに取り組みましょう。
◆◆学校の教育活動に協力し、子どもが健全に成長できる環境づくりに努めましょう。

市民
・
地域

事業者
・

団体等

3. 学校教育の充実
夢と志を持ち可能性に挑戦する児童生徒を育む教育を目指します！

Ⅰ 心を育む教育と青少年教育の推進
�� 道徳教育・人権教育の充実
�� 生徒指導・教育相談等の充実
�� 青少年教育と体験活動の充実
�� 青少年を育む環境づくりの推進

Ⅱ 個性と能力を伸ばす教育の推進
�� 学習指導の充実
�� 特別支援教育の充実
�� 教育の情報化の推進
�� キャリア教育など時代の変化に�

対応する教育の充実

Ⅲ 体育・健康・安全の充実
�� 学校体育の充実
�� 健康教育の充実
�� 安全教育・防災教育の充実

Ⅳ 地域とともにある学校づくりの推進
�� 学校運営の充実
�� 教育課程の改善・充実

Ⅴ 学びを支援する教育環境の充実
�� 施設の整備・充実
�� 教育費の負担軽減等の教育環境の充実

学校支援ボランティア

鹿児島城跡 市民文化ホール

公民館での活動

防災に関する出前授業ICTを活用した取組
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◆◆住宅や住環境に関心を持ち、自らの責任として住まいを安全に維持管理しましょう。

◆◆安全で良質な住まいづくりを促進するとともに、既存ストックの有効活用に取り組みましょう。

市民
・
地域

事業者
・

団体等

◆◆環境にやさしい公共交通での移動などを心掛けましょう。
◆◆地域の日常生活になくてはならない公共交通をみんなで維持しましょう。

◆◆利用者ニーズに応じた安全で快適な運行サービスの提供に努めましょう。
◆◆バリアフリーに配慮した車両や施設等の整備に努めましょう。

市民
・
地域

事業者
・

団体等

2. 暮らしやすい生活基盤の構築

3. 市民活動を支える交通環境の充実

誰もが暮らしやすく、 強靭で持続可能な生活基盤を構築します！

市民生活と都市活動を支える快適・便利な交通環境の充実を目指します！

Ⅰ 快適な道路環境の整備
�� 自然災害から人と暮らしを守る道路の整備
�� 利用者にやさしい快適な道路の整備

Ⅲ 多様なニーズに対応する住生活の安定向上
�� 空き家等対策の強化
�� 多様な居住ニーズに対応する住環境の形成

Ⅳ 都市基盤施設の長寿命化
�� 長寿命化と計画的な維持保全
�� 省エネルギーの推進

Ⅱ 健全かつ安定的な水道と衛生環境づくり
�� 安全で良質な水の安定供給
�� 良好な水環境と快適な生活環境の確保
�� 災害など危機に備える上下水道

Ⅰ 広域交通ネットワークの形成
�� 広域道路網等の充実
�� 広域公共交通網の充実

Ⅱ 効率的で持続可能な公共交通体系の構築
�� 公共交通の利用促進・サービス水準の向上
�� 公共交通不便地等における交通手段の確保
�� 安心・安全な移動環境の整備
�� 持続的な公営交通の運営

◆◆課題や魅力を自ら考え、都市計画制度を活用しながら、地域主体によるまちづくりに進んで参加しましょう。

◆◆周辺環境に配慮した市街地の整備など、地域の価値を高め、活力を生み出すまちづくりに積極的に取り組みましょう。

市民
・
地域

事業者
・

団体等

1. 機能性の高い都市空間の形成
地域特性に応じた都市機能※を備える魅力ある都市空間を形成します！

6 質の高い暮らしを支える　快適なまち 【都市・交通 政策】

Ⅰ きめ細かで質の高い土地利用の推進
�� コンパクトなまちづくりの推進
�� 総合的・計画的な土地利用の推進

Ⅱ 住宅団地の活性化
�� 多世代居住の実現
�� 支え合う地域交流・子育て・福祉の充実
�� 生活を支えるサービスの充実
�� 住宅団地の魅力創出

Ⅲ にぎわいとゆとりある都市空間の創出
�� 中心市街地等の整備・再生
�� 周辺市街地の整備

Ⅳ 魅力あるウォーターフロントの形成
�� 人流と物流を活発化させるネットワークの形成
�� 潤いやにぎわいのある交流空間の形成

Ⅴ 良好な都市景観の形成
�� 良好な景観の保全

�� 地域特性を生かした創造性豊かな
景観の形成・活用

�� 市民とともに進める景観づくり

コミュニティバス※の運行

※�コミュニティバス：地域住民の利便性向上等のために、主に自治体が主体となって運行するバスのこと。

中央町19・20番街区市街地再開発事業鹿児島駅前広場

※�都市機能：教育、医療、福祉、商業・業務、行政など都市に必要とされるサービスを提供する機能。



“地域の稼ぐ力” 向上

観光 農林水産業 地域産業

インバウンド対応の強化

多様なツーリズムの展開

MICEの積極的な誘致

6次産業化の推進

スマート農林水産業の推進 地域産業の生産性向上支援

アジアマーケットへの進出支援
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2 “ＩＣＴで住みよいまち” 推進プロジェクトプロジェクト

◆◆行政の手続や市民サービスにおいて、電子申請やアプリなどを積極的に利用しましょう。
◆◆ＩＣＴに関する理解を深め、暮らしや仕事にＩＣＴを活用し、生活の質を向上させましょう。

◆◆ＡＩやＩｏＴなどの新しい技術を利活用できる人材育成や業務のデジタル化を推進しましょう。
◆◆ＩＣＴを利用して、便利で魅力的なサービスや商品を創出しましょう。

市民
・
地域

事業者
・

団体等

重 点 プ ロジェクト

1 “地域の稼ぐ力” 向上プロジェクトプロジェクト

◆◆市内企業の製品・サービス等に対する理解を深め、積極的に利用しましょう。
◆◆地元の農林水産物やそれらを活用した商品の魅力を理解し、多くの人に伝えましょう。
◆◆鹿児島らしさを見つけ、価値ある体験を観光客に伝えましょう。

◆◆魅力ある新商品等の開発や販路拡大に取り組みましょう。
◆◆ＩＣＴ等のスマート農林水産技術を活用し、生産性の向上や省力化等に取り組みましょう。
◆◆観光資源の付加価値を高めながら、ＭＩＣＥやインバウンド、多様なツーリズムに取り組みましょう。

市民
・
地域

事業者
・

団体等

プ ロジェクトのイメージ 図 プ ロジェクトのイメージ 図

　人口減少により、国内市場の縮小や人手不足が顕在化するとともに、新型コロナウイルス感染症
拡大により、地域経済への長期の影響が懸念されています。
　地域産業の生産性向上や海外展開等を支援するほか、ＭＩＣＥやインバウンド※への対応の強化な
ど観光消費額を高める取組を推進することにより、“地域の稼ぐ力”を向上させます。

ね
　
ら
　
い

● 地域産業の生産性向上支援

● アジアマーケットへの進出支援

● 農林水産業の収益性向上支援

● ＭＩＣＥの積極的な誘致

● インバウンド対応の強化

● 多様なツーリズムの展開

● ＩＣＴの活用による市民サービスの向上

● ＩＣＴリテラシー※1向上の推進

● 自治体ＤＸ※2推進

● ＩＣＴ関連産業の振興

実
施
す
る
主
な
取
組

実
施
す
る
主
な
取
組

　ＡＩやＩｏＴなど技術革新が進む中、新型コロナウイルス感染症対策を契機に、テレワークや
キャッシュレス決済など、企業活動・市民生活にもデジタル化の動きがさらに広がっています。
　行政の手続や市民サービスへＩＣＴを積極的に活用して、市民の利便性の向上や自治体業務の効率
化を図ることにより、市民にとって、もっと便利で住みよいまちになることを目指します。

ね
　
ら
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I C T の活用
より便利な

サービスの創出
行政手続の
DX 推進

市　民 事業者・団体 行　政

“ＩＣＴで住みよいまち” 推進

鹿児島鹿児島

前期基本計画

◇都市像の実現に向け、特に先導的かつ重点的に取り組む３つの施策、事業群を「重点プロジェクト」として掲げます。

※�1　ICTリテラシー：ICTを安心・安全に利用するための知識や活用するための能力などのこと。
※�2　DX：デジタル・トランスフォーメーション。「ICTの浸透が、人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化させる」という考え方。

※�インバウンド：外国人が訪れてくる旅行のこと。
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地 域 別 計 画

中央

上町

●中心市街地において、多様な都市機能のさらなる充実を図り
ます。

●新規創業者等育成や企業立地の推進などにより、新たな雇用創出
を図ります。

●多彩な地域資源やイベントの充実などによるまちなかの魅力向上
を図るとともに、回遊性の向上を図ります。

●鹿児島東西幹線道路等の整備を促進し、交通の円滑化を図るとと
もに、公共交通の結節機能の強化を図ります。

●緑化された軌道敷を走る路面電車など特色ある都市景観、まちな
かの公園や街路樹、甲突川などの自然を生かし、にぎわいと潤い
が共存する都市空間の創出を図ります。

●公共施設の有効活用を図るとともに、地域課題の解決に向け、住
民と行政がともに力を発揮できるまちづくりを進めます。

●良好な都市景観の形成や魅力ある観光資源の活用を図るほか、
本港区における魅力あるウォーターフロントの形成及び路面電車
観光路線の新設を検討するなど、都市型観光を推進します。

●鹿児島駅周辺における再開発の推進やイベントの充実などによ
り、にぎわいの創出と交流の促進を図ります。

●中心市街地において、多様な都市機能のさらなる充実を図るほ
か、地域の生活拠点において、生活利便施設の立地誘導を図ると
ともに、住宅団地の活性化に向けた取組を促進します。

●国道１０号など広域交通の円滑化や住宅団地等と都市部のアクセ
ス向上、公共交通の結節機能の強化を図るとともに、稲荷川流域
の河川改修の促進などによる治水対策を進めます。

●世界文化遺産を有する磯地区などの魅力創出やアクセス向上を
図ります。

●公共施設の有効活用を図るとともに、地域課題の解決に向け、住
民と行政がともに力を発揮できるまちづくりを進めます。

Ⅰ

Ⅰ

中 央 地 域  （Ⅰ）中央地区

中 央 地 域  （Ⅱ）上町地区

地域別計画の推進に当たって
◆ �地域のまちづくりを進めるに当たっては、市民・事業者などあらゆる主体との連携・協働を図ることが重要
です。

◆ �本市では、地域住民が主体的に地域課題の解決に取り組むことを目指し、地域の多様な団体が幅広く参加
する地域コミュニティ協議会が市内全域で設立され、活動しています。

◆ �そのため、地域の特性や課題に精通した地域コミュニティ協議会などの地域団体等との連携・協働を図ると
ともに、地域活動への支援や担い手の育成など、さまざまな取組を進めることにより、住民主体の地域づくり
を一層推進します。

◆ �また、人口減少と少子高齢化が進む中において、地域において安心して暮らせる生活環境を形成するため
に、居住や都市機能の誘導と公共交通体系の構築等により、地域活力の維持・増進を図るとともに、コンパ
クトなまちづくりを推進します。

◆ �今後は、これらの取組を通じた成果や課題等も踏まえる中で、地域の実情に応じた施策・事業についてさら
に検討を進めます。

◆◆仕事と生活の調和を心がけ、性別に関わりなく子育てに協力して取り組みましょう。
◆◆地域全体で子どもと子育て家庭を見守り、さまざまな体験活動の提供や交流の場づくりなど、心身ともに健全な子
どもを育む環境づくりを推進しましょう。

◆◆長時間労働の是正や育児休業の取得を促進し、ワーク・ライフ・バランスを推進しましょう。
◆◆子どもが職業について学ぶ機会の提供など、社会で活躍できる人材の育成を支援しましょう。

市民
・
地域

事業者
・

団体等

3 “子どもの未来輝き” 推進プロジェクトプロジェクト

・面　積：4.0k㎡
・人　口：41,769人
・世帯数：26,561世帯
� R2国勢調査

・面　積：8.9k㎡
・人　口：38,433人
・世帯数：18,796世帯
� R2国勢調査

　共働き家庭の増加等により、保育を必要とする保護者のニーズが高まる一方、保育士等の不足な
どにより、保育所等では依然として待機児童が発生しており、その解消が課題となっています。
　また、子どもと子育て家庭を取り巻く環境の変化などを背景に、児童虐待対策の体制強化や子ど
もの貧困対策などが喫緊の課題になっているほか、子どもへの教育においては、グローバル化や技
術革新など、大きく変化する社会環境に対応できる資質・能力を育むことが求められています。
　ソフト・ハード両面からの子育て環境の充実のほか、子どもを守るための取組や新しい時代に対
応した教育の推進を図り、子どもが夢や希望を持ち輝ける地域社会を目指します。

ね
　
ら
　
い

前期基本計画

◇市域の各地域・地区別に、まちづくりの基本的方向等を明らかにします。

●待機児童ゼロに向けた取組の推進

●家族と地域における子育て支援の促進

●「働き方・暮らし方の変革」の促進

●子どもの未来を応援する取組の推進

●新しい時代に対応できる子どもの育成

実
施
す
る
主
な
取
組

子どもの未来を応援する取組

“子どもの未来輝き” 推進

家族・地域に
おける

子育て支援

保育所等や
児童クラブの
待機児童ゼロ

働き方等の変革

子育て家庭

子ども

新時代に向けた教育
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●保育の受け皿確保など子育てしやすい環境の形成を図ります。

●谷山電停周辺において、商業・サービス施設の充実を図るほか、
地域の生活拠点において、生活利便施設の立地誘導を図るととも
に、住宅団地の活性化に向けた取組を促進します。

●幹線道路の整備促進や生活道路の交差点改良などによる交通環
境の改善を図るとともに、公共交通不便地における日常生活の交
通手段の確保を図ります。

●スポーツ施設等を活用し、健康・スポーツ、各種イベントなどを通
じた交流を促進するとともに、地域の特性を生かした農業振興や
グリーン・ツーリズムの推進を図ります。

●公共施設の有効活用を図るとともに、地域課題の解決に向け、住
民と行政がともに力を発揮できるまちづくりを進めます。

●保育の受け皿確保など子育てしやすい環境の形成を図ります。
●谷山駅周辺や国道２２５号沿道において、商業・サービス施設の
充実を図るとともに、地域の生活拠点において、生活利便施設の
立地誘導を図ります。

●広域的な幹線道路の整備を促進するとともに、公共交通不便地に
おける日常生活の交通手段の確保を図ります。

●土地区画整理の推進や生活道路の整備など生活環境の改善を図
ります。

●大学が有する豊富な人的・知的・物的資源や機能等を地域づく
りに積極的に活用します。

●平川動物公園や錦江湾公園を活用した交流の促進やグリーン・
ツーリズムの推進を図ります。

●農地や森林の保全・活用及び水源のかん養に努めながら、地域
の特性を生かした農業振興を図ります。

●公共施設の有効活用を図るとともに、地域課題の解決に向け、住
民と行政がともに力を発揮できるまちづくりを進めます。

●地域の生活拠点において、生活利便施設の立地誘導を図るととも
に、住宅団地の活性化に向けた取組を促進します。

●幹線道路の整備促進による交通の円滑化を図るとともに、公共交
通不便地における日常生活の交通手段の確保を図ります。

●大学が有する豊富な人的・知的・物的資源や機能等を地域づく
りに積極的に活用します。

●高齢者福祉センター伊敷や西部親子つどいの広場（いしきらら）な
どの活用を通して、日常の生活圏としての機能向上を図ります。

●地域の特性を生かした農業振興、グリーン・ツーリズムの推進、
自然環境の保全・活用、かごしま健康の森公園・パークゴルフ場
や都市農業センターなどの活用による交流の促進を図ります。

●公共施設の有効活用を図るとともに、地域課題の解決に向け、住
民と行政がともに力を発揮できるまちづくりを進めます。

Ⅱ

Ⅱ

Ⅲ

谷 山 地 域  （Ⅰ）谷山北部地区

谷 山 地 域  （Ⅱ）谷山地区

伊 敷 地 域

●幹線道路等の整備促進や生活道路の整備による交通環境の改善
を図るとともに、脇田川流域の河川改修の推進などによる治水対
策を進めます。

●地域の生活拠点において、生活利便施設の立地誘導を図るととも
に、住宅団地の活性化に向けた取組を促進します。

●大学が有する豊富な人的・知的・物的資源や機能等を地域づく
りに積極的に活用します。

●文化・スポーツ・レクリエーション機能を生かした広域交流空間
の形成を図るとともに、マリンポートかごしまの国際クルーズ拠点
としての活用を促進します。

●公共施設の有効活用を図るとともに、地域課題の解決に向け、住
民と行政がともに力を発揮できるまちづくりを進めます。

●地域の生活拠点において、生活利便施設の立地誘導を図るととも
に、住宅団地の活性化に向けた取組を促進します。

●生活道路の整備による交通環境の改善を図るとともに、公共交通
不便地における日常生活の交通手段の確保を図ります。

●鹿児島アリーナを活用し、スポーツ・イベントなどを通じた交流を
推進します。

●甲突川や城山などの自然環境や景観の保全・活用を図るととも
に、かごしま環境未来館を活用し、環境学習や環境保全活動を推
進します。

●公共施設の有効活用を図るとともに、地域課題の解決に向け、住
民と行政がともに力を発揮できるまちづくりを進めます。

●鹿児島中央駅西口地区の開発に伴う多様な都市機能の充実や周
辺道路の整備など、陸の玄関口にふさわしい都市空間の創出を図
ります。

●鹿児島東西幹線道路など広域的な幹線道路の整備を促進すると
ともに、生活道路の整備や交通環境の形成を図ります。

●地域の生活拠点において、生活利便施設の立地誘導を図るととも
に、住宅団地の活性化に向けた取組を促進します。

●田上小学校周辺においては、生活環境の改善に向けて土地区画
整理事業を検討するとともに、新川流域の河川改修の促進などに
よる治水対策を進めます。�

●武岡公園の整備などによる市民のふれあいの場の充実を図り
ます。

●公共施設の有効活用を図るとともに、地域課題の解決に向け、住
民と行政がともに力を発揮できるまちづくりを進めます。

Ⅰ

Ⅰ

Ⅰ

中 央 地 域  （Ⅲ）鴨池地区

中 央 地 域  （Ⅳ）城西地区

中 央 地 域  （Ⅴ）武・田上地区

鴨池 谷山北部

城西

谷山

武・田上

伊敷

・面　積：13.1k㎡
・人　口：106,121人
・世帯数：57,475世帯
� R2国勢調査

・面　積：36.1k㎡
・人　口：82,378人
・世帯数：35,295世帯
� R2国勢調査

・面　積：7.7k㎡
・人　口：44,991人
・世帯数：21,553世帯
� R2国勢調査

・面　積：70.7k㎡
・人　口：76,299人
・世帯数：32,755世帯
� R2国勢調査

・面　積：15.2k㎡
・人　口：58,165人
・世帯数：27,206世帯
� R2国勢調査

・面　積：57.0k㎡
・人　口：48,435人
・世帯数：20,570世帯
� R2国勢調査
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●地域の生活拠点において、生活利便施設の立地誘導を図るほか、
都心部と喜入地域を結ぶ幹線道路の整備促進や公共交通不便地
における日常生活の交通手段の確保を図ります。

●マリンピア喜入やプロサッカーチームのトレーニング施設、日本
遺産の喜入旧麓地区、観光農業公園（グリーンファーム）などの地
域資源を活用して、観光・レクリエーション機能の向上やグリー
ン・ツーリズムの推進を図ります。

●農地や森林の保全・活用に努めながら、地域の特性を生かした農
業振興や農村集落の生活環境の改善を図るとともに、地域活力の
維持・増進及び漁業の振興を図ります。

●公共施設の有効活用を図るとともに、地域課題の解決に向け、住
民と行政がともに力を発揮できるまちづくりを進めます。

●地域の生活拠点において、生活利便施設の立地誘導を図るほか、
幹線道路の整備促進による交通の円滑化や公共交通不便地にお
ける日常生活の交通手段の確保を図ります。

●農地や森林の保全・活用に努めながら、地域の特性を生かした農
業振興や農村集落の生活環境の改善及び地域活力の維持・増進
を図ります。

●都市農村交流センターお茶の里などの地域資源を活用したグリー
ン・ツーリズムの推進やスポーツ・レクリエーション施設を活用
した交流の促進を図ります。

●公共施設の有効活用を図るとともに、地域課題の解決に向け、住
民と行政がともに力を発揮できるまちづくりを進めます。

●地域の生活拠点への生活利便施設の立地誘導や土地区画整理な
どの推進により、良好な生活環境の形成を図ります。

●幹線道路の整備促進を図るとともに、公共交通不便地における日
常生活の交通手段の確保を図ります。

●地域防災計画（原子力災害対策編）に基づき、訓練や研修などの
原子力災害対策を推進します。

●甲突川流域の河川改修の促進などによる治水対策を進めます。�
●農地や森林の保全・活用及び水源のかん養に努めながら、地域
の特性を生かした農業振興を図ります。

●スパランド裸・楽・良と郡山体育館などのスポーツ・レクリエー
ション施設のさらなる活用や、八重の棚田をはじめとする地域資
源を生かしたグリーン・ツーリズムの推進により、都市部住民と
の交流を通じた地域活力の維持・増進を図ります。

●公共施設の有効活用を図るとともに、地域課題の解決に向け、住
民と行政がともに力を発揮できるまちづくりを進めます。

Ⅶ

Ⅷ

Ⅸ

喜 入 地 域

松 元 地 域

郡 山 地 域

●地域の生活拠点への生活利便施設の立地誘導や土地区画整理な
どの推進により、良好な生活環境の形成を図るとともに、住宅団
地の活性化に向けた取組を促進します。

●幹線道路の整備促進による交通の円滑化を図るとともに、公共交
通不便地における日常生活の交通手段の確保を図ります。

●地域の特性を生かした農業振興、グリーン・ツーリズムの推進、
自然環境の保全・活用、世界文化遺産、吉野公園、寺山ふれあい
公園などの活用による交流の促進を図ります。

●公共施設の有効活用を図るとともに、地域課題の解決に向け、住
民と行政がともに力を発揮できるまちづくりを進めます。

●地域の生活拠点において、生活利便施設の立地誘導を図るととも
に、住宅団地の活性化に向けた取組を促進します。

●幹線道路の整備促進による交通の円滑化や生活道路の整備など
を進める中で、自然環境と調和した安らぎのある生活環境の形成
を図るとともに、公共交通不便地における日常生活の交通手段の
確保を図ります。

●農地や森林の保全・活用及び水源のかん養に努めながら、地域
の特性を生かした農林業の振興を図ります。

●文化・スポーツ施設や美しい農村景観、森林などの緑豊かな自
然、農業などを生かしたグリーン・ツーリズムの推進等により、交
流の促進や地域活力の維持・増進を図ります。

●公共施設の有効活用を図るとともに、地域課題の解決に向け、住
民と行政がともに力を発揮できるまちづくりを進めます。

●桜島が有するジオの特性を生かした自然と人が共生する体感的な
観光・レクリエーションの促進や受入体制の充実を図ります。

●地域の生活拠点において、生活利便施設の立地誘導を図るほか、
陸上交通機関との連携や幹線道路の整備促進、災害時の避難道
路の整備など交通環境の改善を図ります。

●桜島の大規模噴火等に備えるため、市民及び関係機関との連携
により、避難計画の実効性向上、避難施設等の適切な維持管理な
ど、安全かつ確実な避難体制を構築するとともに、治山事業や砂
防事業等を促進するなど、防災対策を推進します。

●農地や森林の保全・活用に努めながら、地域の特性を生かした農
業振興や防災営農対策の推進、農村集落の生活環境の改善を図
るとともに、地域活力の維持・増進、グリーン・ツーリズムの推
進及び漁業の振興を図ります。

●公共施設の有効活用を図るとともに、地域課題の解決に向け、住
民と行政がともに力を発揮できるまちづくりを進めます。

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

吉 野 地 域

吉 田 地 域

桜 島 地 域

吉野

喜入

吉田

松元

桜島

郡山

・面　積：33.2k㎡
・人　口：48,935人
・世帯数：19,748世帯
� R2国勢調査

・面　積：61.2k㎡
・人　口：10,706人
・世帯数：4,581世帯
� R2国勢調査

・面　積：54.8k㎡
・人　口：9,868人
・世帯数：4,203世帯
� R2国勢調査

・面　積：51.1k㎡
・人　口：16,563人
・世帯数：6,175世帯
� R2国勢調査

・面　積：76.8k㎡
・人　口：3,643人
・世帯数：1,820世帯
� R2国勢調査

・面　積：57.8k㎡
・人　口：6,822人
・世帯数：2,906世帯
� R2国勢調査
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まち・ひと・しごと創 生 基 本 方 針

実施計画

基本計画

基本構想

第２期総合戦略

人口ビジョン

基本的な考え方
４つの柱

取組体制　等

人口減少問題の
克服等に向けた取組

将来人口

鹿児島市まち・ひと・しごと創生
人口ビジョン・第２期総合戦略

つながる人・まち　彩りあふれる　躍動都市・かごしま
都市像

６つの基本目標

基本目標別計画

●施策の基本的方向
●施策の体系

２７の基本施策
９１の単位施策

まち・ひと・しごと
創生基本方針

●基本的な考え方
●４つの柱

実施する事業

基本的な考え方
◆ �少子高齢化による急速な人口減少や東京圏への人口流出などにより、地方では、地域社会の担い手の減
少や地域経済の縮小など、さまざまな課題が生じています。

◆ �こうした中、新型コロナウイルス感染症の影響も踏まえながら、国と地方が一体となり地方創生に向けた
取組を進めています。

◆ �本市では、将来にわたって地域の活力を維持し、地方創生に積極的に対応していくため、人口減少に歯止
めをかける取組やその影響を軽減する取組をさらに推進します。

４つの柱　～�基本目標

●地域産業の競争力強化や新産業の創出　
●若い世代・女性・高齢者などの活躍推進�など

目標1  稼げるしごとで活力を「つくる」

●本市の個性豊かな資源の磨き上げ
●ひとが集うまちなか環境の充実�など

目標3  ひとが集うまちの魅力を「みがく」

●若い世代の経済的安定に向けた取組の充実
●切れ目のない子育て支援策の充実�など

目標2  結婚・出産・子育ての希望を「かなえる」

●市民等とともに築く共創のまちづくりの推進
●都市間の多彩な交流の推進�など

目標4  ひと・まちを多彩に「つなぐ」

　人口ビジョンに掲げる将来人口の達成に向け、人口減少問題の克服等に取り組む施策をまとめた第2期「鹿
児島市まち・ひと・しごと創生総合戦略」を推進する上での「基本的な考え方」や「4つの柱」を示します。

前期基本計画
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持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）

ＳＤＧｓに対する本市の考え方
◆ �ＳＤＧｓの推進は、人々が安心して暮らせる持続可能なまちづくりと地域活性化を目指すもので、地方自治
体にとっても、多様な主体と連携を図りながら取り組むことが重要です。

◆ �また、国のＳＤＧｓ実施指針においても、地方自治体による積極的な取組が求められており、本市は、令和２
年７月に国の「ＳＤＧｓ未来都市」に選定されています。

◆ �ＳＤＧｓの理念や目標は、本市がこれまで取り組んできたまちづくりと方向性を同じくするものであり、将来
にわたり持続可能なまちをつくり、そして次の世代へと引き継いでいくためにも、引き続き、市民や事業者
など多様な主体と連携を図りながら、取組を進めていく必要があります。

◆ �このようなことから、各基本施策と重点プロジェクトを通じて目指す主なゴールを明確にし、多様な主体と
その意義を共有しながら、各施策等に着実に取り組むことにより、世界共通の目標であるＳＤＧｓの推進に
寄与・貢献していきます。

前期基本計画

貧困をなくそう
あらゆる場所のあらゆる形態の貧困を終わらせる

飢餓をゼロに
飢餓を終わらせ、食料安全保障及び栄養改善を実現

し、持続可能な農業を促進する

すべての人に健康と福祉を
あらゆる年齢のすべての人々の健康的な生活を確保

し、福祉を促進する

質の高い教育をみんなに
すべての人々への包摂的かつ公正な質の高い教育を

提供し、生涯学習の機会を促進する

ジェンダー平等を実現しよう
ジェンダー平等を達成し、すべての女性及び女児の能

力強化を行う

安全な水とトイレを世界中に
すべての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な

管理を確保する

エネルギーをみんなに　そしてクリーンに
すべての人々の、安価かつ信頼できる持続可能な 

近代的エネルギーへのアクセスを確保する

働きがいも経済成長も
包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の

完全かつ生産的な雇用と働きがいのある人間らしい雇用
（ディーセント・ワーク）を促進する

産業と技術革新の基盤をつくろう
強靱（レジリエント）なインフラ構築、包摂的かつ持続

可能な産業化の促進及びイノベーションの推進を図る

人や国の不平等をなくそう
各国内及び各国間の不平等を是正する

住み続けられるまちづくりを
包摂的で安全かつ強靱（レジリエント）で持続可能な 

都市及び人間居住を実現する

つくる責任つかう責任
持続可能な生産消費形態を確保する

気候変動に具体的な対策を
気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を

講じる

海の豊かさを守ろう
持続可能な開発のために海洋・海洋資源を保全し、 

持続可能な形で利用する

陸の豊かさも守ろう
陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、

持続可能な森林の経営、砂漠化への対処ならびに土地
の劣化の阻止・回復及び生物多様性の損失を阻止する

平和と公正をすべての人に
持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促進

し、すべての人々に司法へのアクセスを提供し、あらゆ
るレベルにおいて効果的で説明責任のある包摂的な制
度を構築する

パートナーシップで目標を達成しよう
持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバ

ル・パートナーシップを活性化する
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